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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 で は 、標 記 の 課題 に 取 り 組 む ため に 、主と し て 二 種 類 のア プ ロー チ に 基 づ い て検 討 を行 っ た 。

研 究 計 画 で 示 した 、協力 の 内 諾 を 得 てい る 2 機 関 に お い て 、当 事者の 障 害 特 性 等 が異 な るた め 、そ れ

ぞ れ 別 の ア プ ロー チ によ っ て 検 討 を 進め る こと と し た 。  

 一 点 目 の ア プロ ー チと し て 、 保 護 者の 障 害受 容 の プ ロ セ ス等 に つい て 調 べ る た めに 、 臼井 彩 佳 （ C

類 卒 業 生 ）の 調 査 協 力を得 て 、障 害児 を 育 て た母親 へ の 半 構 造 化面 接 を実 施 し た 。本 調 査 に お いて は 、

母 親 8 名 に つ い て 、研究 協 力 者 の 同 意と と もに 、本 学 研 究 倫 理 委員会 の 倫 理 審 査 を受 け た上 で 、面 接

調 査 を 実 施 し た。 面 接調 査 に よ っ て 得ら れ た談 話 デ ー タ に つい て は、 サ ト ウ ら （ 2006） の複 線 経 路 ・

等 至 性 モ デ ル （ Trajectory Equifinallity Model） を 用 い て 分 析を 行 った 。 特 に 本 調 査が 障 害受 容 と

い う 時 間 軸 を 捨象 せ ずに 扱 う こ と を 求め ら れる こ と 、ま た 、障 害 受容の 時 期 が 異 な り 、そのプ ロ セ ス

に 注 目 す る 必 要が あ るこ と か ら 、 こ の分 析 方法 が 適 切 と 判 断し た 。  

 分 析 の 結 果 、障 害受 容の 促 進 要 因 と して 様 々な も の が 挙 げ られ た が 、就 学 や 学 籍 変 更が 大 きな 契 機

の 一 つ と し て 作用 し てい る こ と が 改 めて 確 認さ れ た 。特 に こ れ らの 契機 に お い て 、特 別 支援 教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー や担 任 教師（ 小・中 学 校 の 特 別支援 学 級 や 通 級 利用 教 室の 担 任 教 員 も 含む ）によ る 情 報

提 供 、 情 報 開 示や 進 路選 択 に 際 し て の助 言 、障 害 者 手 帳 取 得の た めの 手 続 き 的 助 言等 の 支援 方 略 を 、

利 用 者 側 の 語 りか ら も確 認 す る こ と がで き た 。ま た 、特 に 通 常 学 級か ら特 別 支 援 学 級 への 転 籍を 経 験

し て い る 協 力 者か ら も、 同 様 の 回 答 を得 る こと が 出 来 た 。  

 二 点 目 の ア プロ ー チと し て 、障 害・疾 患 に よる 長 期 入 院 を 経験 し た子 ど も の 復 学 後の 担 任教 師 の 支

援 方 略 に つ い て調 べ るた め に 、 寺 尾 啓（ C 類 卒業 生 ） の 調 査 協力 を 得て 、 小 児 が ん 経験 者 への 半 構 造

化 面 接 を 行 っ た。本 調査 に お い て は、小 児 がん 経 験 者 8 名 に つ い て、研 究 協 力 者の 同 意 とと も に 、本

学 研 究 倫 理 委 員会 の 倫理 審 査 を 受 け た上 で 、面 接 調 査 を 実 施し た 。分 析 に 際 し て、イ ン タビ ュ ー・デ

ー タ は 先 行 研 究と の 比較 検 討 作 業 を 行う こ とを 念 頭 に 、先行 研 究 に 倣い 、KJ 法 を も と にし た分 類 を 採

用 し 、 コ ー ド とラ ベ ルを 付 与 す る 形 で、 内 容の 検 討 を 行 っ た。  

 分 析 の 結 果 、復 学後 に学 校 や 担 任 教 師か ら 受け た 支 援 に つ いて は 様々 な も の が 挙 げら れ たが 、担 任

に 対 す る 肯 定 的感 情 に関 す る カ テ ゴ リー で 、特別 扱 い し な い 普通 の 生活 を 学 級 で 送 れる こ とや 、定 期

的 な 通 院 に 対 する 理 解や 学 習 空 白 の サポ ー ト 、体 育 等 、特 定 の 配 慮が 必要 な 場 面 で の 支援 な どの 内 容

が 抽 出 さ れ た 。  

 本 研 究 で 実 施し た 二つ の 調 査 は 、い ず れも 障害 の あ る 子 ど もや 保 護者 の 談 話 か ら 、担 任教 師の 指 導

や 支 援 の 方 略 を明 ら かに す る も の で ある 。これ は 、担 任 教師 や 学 校に 対 し て 、実践 し て いる 指 導・支

援 内 容 を 調 査 する の とは 異 な り 、担 任 教 師の指 導・支 援 方 略 が 、どのよ う な 形 で 当 事者 に 届い た か を

探 る 上 で 有 効 なア プ ロー チ た り え た と考 え られ る 。一 方 で 、担 任 の 障害 や 疾 患 に 対 する 理 解の 程 度 や 、

特 別 支 援 教 育 に関 す る知 識 や 理 解 と とも に 、それ ま で の 教 職 経験 の 中で 醸 成 さ れ た 支援 の 方略 や そ の

活 用 に 多 く を 負っ て いる こ と も 明 ら かと な った 。本 研 究 で 実 施 した 調査 の 協 力 者（ イ ン タビ ュー 対 象

者 ）は、そ の 多 くが 、自 ら が 支 援 者、担 任 教師 、専 門 家と の 出 会 いに 恵 ま れ た と 話し て おり 、小・中

学 校 に 在 籍 す るす べ ての 要 支 援 児 が その よ うな 担 任 に 出 会 えて い るわ け で は な い こと を 浮か び 上 が

ら せ る 結 果 と もな っ てい る 。今 回 調 査 を 行った 担 任 教 師 の 指導・支援 方 略 を 、実 践 知 の形で 記 述 可 能

な も の と し て いく こ とが 今 後 の 課 題 とい え る。  

 

【研究成果発表方法】 
 研 究 成 果 の 一部 を 、国 際 学 会 に て 口頭 発 表し た 。  

T. Murayama (2017) “ Meeting the Educational Needs on the Students with Cancer” ,International 

Conference on Humanities and Social Sciences 2017, “ IPN Conferences 2017” p.48。  

ま た 、 同 発 表 の内 容 に加 筆 修 正 を 加 えた も のを 国 際 誌 に 投 稿中 で ある 。  

 そ の 他 の 成 果は 、 日本 特 殊 教 育 学 会 第 56 回大 会 （ 2018 年 9 月 、 大 阪 ） に て 発 表 する と とも に 、 関

連 学 術 雑 誌 に 投稿 す る予 定 で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


